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⾐ ⾐ 表 俵 裏 など

⻑ ⻑ 帳 張 など

⾠ 振 震 農 など

⽩ 階 楽 願 激 原 皇 習 泉 線 的 ⽩ 百 綿 薬 など

⾃ ⾃ 息 ⿐ など

師 追 など

⿃ 島 鳴 など

⾈ 航 船

呂 営 宮 呂 など

⼣ ⼣ 多 など

⽯ 確 岩 砂 磁 ⽯ 破 など

尤 就 蹴 など

冘 沈 枕 など

⺛ 概 既 など

丘 岳 丘 兵 など

その他 界 向 蚕 衆 喪 展 備 養 など

エ その他

構成要素の例 左のような構成要素を持つ漢字の書き表し方の例

令

など

など

◇ 上記を含め，同様に考えることができる漢字の例

構成要素の例 左のような構成要素を持つ漢字の例

令 領 令 冷 鈴 など

※

※ 「 」の印刷文字には，「叱」という字体が用いられることがある。「叱」

は，本来「 」とは別字であり，辞書等では，「カ」という音を持つ「口を

開ける様」という意味の漢字とされているが，この字体も「シツ・しかる」

として広く使われていることから，異体の関係にある同字と認められる。

２章 ４-（６）
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５ 手書き（筆写）の楷書字形と印刷文字字形の違いが，字体の違いに及

ぶもの

現行の常用漢字表においては，従前のとおり「印刷文字における現代の通用字体」

が示され，削除した５字を除いて，昭和５６年の常用漢字表の掲げた通用字体が全て

そのまま継承された。

しかし，新たに常用漢字表に追加した１９６字については，特に印刷文字の字体の

安定性を損なうことがないよう，当用漢字字体表及び昭和５６年の常用漢字表に準じ

た字体の整理を行うことはせず，原則として，当該の字種における一般の書籍での最

も使用頻度の高い字体を採用することとした。その結果，平成１２年の国語審議会答

申「表外漢字字体表」が示した「印刷標準字体」と「人名用漢字」の字体を通用字体

として掲げることとなった。（「曽」「痩」「麺」については，印刷標準字体として「曾」

「瘦」「麵」が掲出されていたが，常用漢字表では生活漢字としての側面を重視し，

「簡易慣用字体」とされていた字体を採用した。）

このことにより，昭和５６年から常用漢字表に掲出されていた通用字体との間で，

「道／遡」「飲／餅」「臭／嗅」「歩／捗」「幣／蔽」などのように，同じ構成要素を

持ちながら，印刷文字における字体上の差異があるものが生じた。

そして，こうした字体上の差異は，印刷文字と手書き文字との間にも影響し，印刷

文字と手書き文字の習慣による字形との間の相違が，字体の違いにまで及ぶ場合が生

じることとなった。その手当てとして，「（付）字体についての解説」において，こ

れらの漢字を実際に手書きする際の参考となるよう，具体例が示されている。

以下に挙げるものは，常用漢字表の採用した通用字体と手書き文字におけるそれぞ

れの習慣の相違に基づく表し方の差が，字体（文字の骨組み）の違いに及ぶものであ

る。左は手書きの楷書の習慣による字形の例，右は印刷文字である明朝体の字形に倣

って書いたものであるが，手書きの楷書ではどちらの字形で書いても差し支えない。

「手書きの楷書の習慣による例」に挙げたもののうちには，現代において，実際に広

く用いられているとは言い難いものもあり，明朝体に倣った字形の方が手書きする場

合の字形としても一般的な場合がある。

なお，ここに挙げるものの中には，例えば，「煎」と「煎」のように「表外漢字字

体表」（平成１２年国語審議会答申）において，「表外漢字だけに適用されるデザイ

ン差」として整理されていたものがある。ただし，それらの字形の違いは，辞書等に

おいて，多く字体の違いとして説明されていた。

平成２２年に上記のような字種を常用漢字表に追加するに当たっては，例えば，

「煎」における「煎」の字形を「デザイン差」として扱うと，昭和５６年から常用漢

字として掲げられていた字種の通用字体に影響が及び，「煎」から「灬」を除いた形

と「前」とをデザイン差とみなす必要が生じるなど，辞書等の説明と一致しないこと

になりかねなかった。そこで，昭和５６年からの常用漢字の通用字体に影響が及ぶこ

とが懸念される場合には，辞書等の考え方も踏まえ，デザイン差という捉え方を改め，

字体の違いに及ぶものとして整理を行っている。

２章 ５
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（１）方向に関する例

該当字種 手書きの楷書の習慣による例 明朝体の字形に倣った手書きの例

恣 など など

煎 など など

嘲 など など

溺 など など

淫 など など

隙 など など

蔽 など など

（２）点画の簡略化に関する例

該当字種 手書きの楷書の習慣による例 明朝体の字形に倣った手書きの例

嗅 など など

賭 など など

箸 など など

餌 など など

餅 など など

遡 など

遜 など

謎 など

葛 など など

僅 など など

箋 など など

塡 など など

頰 など など

２章 ５-（１），（２）
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※「遡」「遜」「謎」について，明朝体の字形に倣った手書きの例を示していない

のは，常用漢字表が「「辶」も手書きでは「辶」と同様に「 」と書く」とし

ていることに基づいたものである。日常生活における漢字使用においては，「辶」

も「辶」も，手書き字形としては同じ「 」の形で書くことが一般的である，

という認識を社会全般に普及していく必要がある。

ただし，歴史的にも，手書きにおける点二つの「しんにゅう」の例は少なから

ず存在し，現在においても，例えば，戸籍に関する業務などでは，「辻」と「辻」

が区別され，手書きでの記入に当たっても書き分けられるように，主に人名や固

有名詞等に関わる場合など，「辶」（「 」）と「辶」（「 ・ 」）の使い分

けが行われることがある。点二つの「しんにゅう」の漢字を「 ・ 」のよ

うに書いたものも誤りとすべきではない。

（３）その他

該当字種 手書きの楷書の習慣による例 明朝体の字形に倣った手書きの例

彙 など など

剝 など など

詮 など など

喩 など など

惧 など など

稽 など など

捗 など など

２章 ５-（２），（３）
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